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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜研修案内＞
なし。
＜全体連絡＞

· カンファレンス勉強会の年間計画を立てた為、それに沿って進めてください。
· 青風荘入居者様の事例検討を水曜日に実施していたが、プログラムと重なり参加が難しい状況であり、7月から金曜日で調整していく。
・医療福祉学会 学術研究について

　学術チームも事業計画チームで分かれて、2題提出。
テーマ決定と、ある程度の研究方法の決定をして5月中に斎藤SGMへ報告の事。
・各受け持ち毎に精神科の入院期間が最長1年未満の利用者様のチェックとデータベースへの情報の入力を6月中に終えること。
・5月月報作成については3日(金)午前中には各担当が作成し斎藤SGMに報告お願いします。

＜利用者様情報＞

デイケア
・森木　聡美様　～朝のミーティング後にスタッフに面談の申し込みがある。普段同席している女性利用者様数名が物のやり取りをしているのを見ているとイライラして具合が悪くなってくる等の訴えが聞かれ、普段過ごす席を変えたい希望が聞かれている。先週木曜日に過呼吸を起こしたこともこれに関連していたことを話している。座る席は自由に変えることが出来る事を伝え、トラブルに至らぬように距離を図るように助言している。その直後、普段同席している女性他利用者様に「私の事？」と聞かれ、「違うよ。違う、違う。」と否定し席を変えている。その後は席を変えて一人で過ごす時間が多く観察されているが、苦手意識を持つ利用者様に話しかけられた際にも穏やかに対応している。

ショートケア
・河津　繁吉様　～家族様より情報提供あり。今朝より幻聴様の症状があると聞かれており、通所に否定的であったとの事。幻聴様の症状はは2～3日前から夜間に多く観察されており睡眠時に中途覚醒があり、精神的に不安定であった後の事。家族様が幻聴について状態を確認すると「このテレパシーはにもみんな聞こえているだろう」と聞かれ、病識に乏しい様子であるとの事。易怒的になることもあったとの事でショートケア利用時の状態観察依頼を受けている。来所後は下をうつむいて一人で過ごす時間が多く観察されているが朝のミーティング後には他利用者様からトランプに誘われて参加している。ショートケア利用時は幻聴に左右された発言や行動は観察されていない。
デイナイトケア
特記する利用者様はおりません
＜青明舎登録者様情報＞
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＜グループホーム入居者様情報＞
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